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第 4 は、光太夫がエカテリーナ女帝に拝謁した際の手への接吻に関する記述の問題である o 日本では想像できない
ヨーロッパでの風習である身体表現を、光太夫は「ねぷる」という「土着」の日本語で受けとめることで文化の落差
をうずめようとした。このことから異境を同じ人間の世界として再現しようとした光太夫のまなざしが見えると筆者
は主張している o 筆者はこの主張を補強するためロシア文化と日本文化における「接吻」をさまざまな観点から検討
しており、説得力のあるものとなっている。
さらに本論文では、光太夫の持ち帰った「ソフィアの歌」が実は彼の替え歌であるとの論証や「オランダの正月」
を描いた「芝蘭堂新元会図」中の光太夫の位置など多くの新しい発見が見られ、日露文化交流史に新しいページを開
いたものであると評価できる。
本論文の表題である江戸期の言語と身体表現に見る文化交流については、さらに多くの帰還漂流民による記述が残
されており、日本の対露認識の転回についてはさらなる論証が不可欠である O また、光太夫の残したロシア語表記等
の解釈についてもいくつかの間題点が指摘された。しかし、本論文はきわめて貴重で有意義な成果を得たものであり、
博士(言語文化学)の学位を授与するにふさわしいものと判定する o
? ???
